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Ⅰ．令和２年度のスクールカウンセラーの活動

１．活動形態

　令和 2年度のスクールカウンセラーの活動頻度及び活
動場所について，附属小学校及び附属中学校では週 1回
（小学校：毎週金曜日，中学校：毎週水曜日）10 時から
17 時までの 6時間，特別支援学校には月 1回（月曜日）
13 時から 17 時までの 4時間でスクールカウンセラーと
して教育相談活動に携わった。幼稚園については，本年
度の活動はなかった。
　またスクールカウンセラーの活動は，それぞれの学校
の教育相談室で行った。

２．活動内容

　附属小学校では，児童・保護者との個別及び小グルー
プ面接，教員へのコンサルテーション，行間休みや昼休
みの自由来室活動，授業中の行動観察，給食時間の昼食
参加，6年生との全員面接を行った。
　附属中学校では，生徒・保護者との個別及び小グルー
プ面接，教員へのコンサルテーション，昼休みや放課後

の自由来室活動，1年生との全員面接を行った。
　附属特別支援学校では，生徒・保護者との個別面接，
教員へのコンサルテーションを行った。

３．令和２年度の相談人数・相談件数・相談内容

　令和 2年度にスクールカウンセラーの活動のあった小
学校，中学校，特別支援学校の相談人数及び相談件数を
以下の表 1，表 2，表 3に示した。なお養護教諭との打
ち合わせはほぼ毎回行っているので，このデータには含
まれていない。

１）附属小学校での相談内容について

　附属小学校の相談人数は全体で 32 名であった。内訳
は児童が 10 名，保護者が 6名，教職員が 16 名であり，
相談回数は，延べ108回であった。このうち児童が33回，
保護者が 16 回，教職員が 59 回であった。
　児童の相談件数は 33 件で，前年度と比較すると 10％
増加した（山西・竹口，2021）。相談内容は友人関係に
ついての相談が 6件と最も多く，情緒面の問題が 2件，
いじめ及び家族関係についての相談が各 1件であった。
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　保護者からの相談は 16 件で，前年度と比較すると約
65％減少した（山西・竹口，2021）。相談内容は子育て
についての相談が 5件と最も多く，学習面についての相
談が 1件であった。
　教職員からの相談件数は 59 件で，前年度と比較する
と 47％減少した（山西・竹口，2021）。相談内容は気に
なる児童への対応などのコンサルテーションが 12 件と
最も多く，保護者への対応が 4件，学級経営についての
相談が 1件であった。

２）附属中学校での相談内容について

　附属中学校の相談人数は，全体で 25 名であった。内
訳は生徒が 7名，保護者が 8名，教職員が 10 名であり，
相談回数は，延べ121回であった。この中で生徒は40回，
保護者が 16 回，教職員が 65 回であった。
　生徒の相談件数は 40 件で，前年度と比較すると約
35％減少した（山西・竹口，2021）。相談内容は学校不
適応，友人関係，家族関係が各 2件ずつであり，自分自
身の将来についての相談が 1件であった。
　保護者の相談件数は 16 件で，前年度と比較すると約
75％減少した（山西・竹口，2021）。相談内容は子育て
についての相談が 4件と最も多く，次いで発達障害につ
いての相談が 3件あり，不登校についての相談が 1件で
あった。
　教職員からの相談件数は 65 件で，前年度と比較する
と約 30％増加した（山西・竹口，2021）。相談内容は気
になる生徒への対応などのコンサルテーションが 7件と
最も多く，保護者への対応についての相談が 2件，学級
経営に関する相談が 1件であった。

３）附属特別支援学校での相談内容について

　附属特別支援学校の相談人数は，全体で 10 名であっ
た。内訳は生徒が 3名，保護者が 1名であり，相談回数
は，延べ 33 回であった。この中で生徒は 18 回，保護者
が 3回，教職員が 12 回であった。
　生徒の相談件数は 18 件であった。相談内容はクライ
エント自身の特性，友人関係，家族関係が各 1件ずつで
あった。
　保護者の相談件数は 3件であった。相談内容は子育て
についての相談が 1件であった。
　教職員からの相談件数は 12 件であった。相談内容は
生徒の特性に合わせた対応などのコンサルテーションが
5件と最も多く，保護者への対応についての相談が 1件
であった。

４．COVID-19の流行に伴う活動の変更点
　令和 2年度の附属学校園でのスクールカウンセラー活
動では，COVID-19の流行に伴って，前年度から活動の
内容や業務形態を変更せざるを得ない状況になった。そ
のため，以下ではどのような変更があったかを述べてい
く。

１）活動期間について

　前年度は 2019 年 4 月から 2020 年 3 月までの 12 ヶ月
間（夏季休暇等を除く）で相談活動を行うことができた
が，令和 2年度は COVID-19の流行に伴う臨時休校や臨
時休校が明けた後も分散登校となったため，スクールカ
ウンセラーとして本格的な活動が始められたのは，早く
て 5月上旬からであり，遅いところでは 6月初旬からと
なった。また前年度までは学校行事にもスクールカウン
セラーは参加していたが，学校行事自体が中止されたり，
中止されなかった場合でも規模の縮小や参加人数の制限
があったりしたため，例年のように参加することが難し
くなった。

２）自由来室活動について

　前年度までは，特に制限なく児童生徒の自由来室活動
（半田，2000）を行っていた。ただ前年度報告（山西・
竹口，2020）の課題でも挙げていたように，特に小学校
では 20 人以上の児童が教育相談室に密集することが
あったため，そのような状況を防ぐために，管理職及び
養護教諭と協議するとともに，文部科学省（2020）の「学
校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理
マニュアル～『学校の新しい生活様式』～」を参考にし
たうえで，①一度に入室できる人数を 5人までに制限す
ること，②来室する際は担任教諭または養護教諭に伝え
てから来室することの 2点を条件とし，自由来室活動を
行った。これらの条件の周知を行うために，教育相談室

表１

表２

表３

附属小学校の相談人数・相談件数
対象者 相談人数 相談件数

児童生徒 10 33
保護者 6 16
教職員 16 59
合計 32 108

附属中学校の相談人数・相談件数
対象者 相談人数 相談件数

児童生徒 7 40
保護者 8 16
教職員 10 65
合計 25 121

附属特別支援学校の相談人数・相談件数
対象者 相談人数 相談件数

児童生徒 3 18
保護者 1 3
教職員 6 12
合計 10 33
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の入り口に掲示するとともに，担任教諭から児童に伝達
してもらった。

Ⅱ．附属学校園での特徴的な取り組みについて

　この章では，本学附属学校園のスクールカウンセラー
に特徴的な取り組みを報告する。

１．スクールカウンセラー実習

　本学心理臨床コース臨床心理学領域の実習の一つとし
て，スクールカウンセラー実習がある。平成 27 年度か
ら附属学校園でもスクールカウンセラー実習の受け入れ
を開始した。令和 2年度は，附属小学校では 4名，附属
中学校では 5名が実習を行った。
　附属小学校の 4名は，前期（ 5月～ 9月）と後期（10
月～ 2月）に 2名ずつ実習を行った。基本的な実習内容
は，スクールカウンセラーの面接の陪席及びシェアリン
グ，自由来室活動の際の児童への対応，授業観察であっ
た。またスクールカウンセラーの監督指導の下，児童へ
の面接及び 6年生の全員面接も行った。
　附属中学校の 5名は，前期（ 4月～ 9月）に 2名，後
期（10 月～ 2 月）に 3 名が実習を行った。基本的な実
習内容は，小学校と同様スクールカウンセラーの面接の
陪席及びシェアリング，自由来室活動の際の児童への対
応，授業観察であった。またスクールカウンセラーの監
督指導の下，生徒への面接及び中学 1年生の全員面接も
行った。
　小学校・中学校の実習生に共通して，毎回実習ノート
にケース記録や実習の感想を記入し，著者がコメントし
た。また令和 2年度からは，実習期間中のスクールカウ
ンセラーだよりも，スクールカウンセラーの監督指導の
下，実習生が作成するようにした。
　岡本・永井・佐藤・下山・金（2013）はスクールカウ
ンセラー実習の意義として，①組織を背景にした臨床心
理活動の在り方を学ぶ，②子どもや教師たちが現実の生
活の場で見せるさまざまな姿に直接触れ，人が生きる様，
変容していく様を，全体像としてとらえる，③子どもの
発達段階やその母集団の様相を知りその中で起こってい
る個の課題についてとらえ，何が支援できるかを考える
機会を得るといったことを挙げているが，本活動でもこ
れらの意義があると考えられた。

２．スクールカウンセラーだより

　スクールカウンセラーだよりの『こころころころ』を
毎月 1回，8 月を除き計 11 回発行し，児童・生徒に配
布した。前年度に引き続き，スクールカウンセラーの活
動を児童生徒や保護者に周知し，スクールカウンセラー
に興味・関心を持ってもらうことを目的とし作成した。

令和 2年度からは，より興味・関心を持ってもらえるよ
う広く心理学の知見を取り扱うとともに，COVID-19の
流行や前年度の課題を踏まえ，ストレスへの対処法など
スクールカウンセラーだよりを通した啓発的な活動（小
高，2018）も行った。

３．学年全員面接

　学年全員面接は東京都教育委員会（2014）を参考に実
施し，①スクールカウンセラーの存在の周知及び相談し
やすい環境をつくること，②児童生徒のニーズの把握及
びトラブルへの早期対応の 2点を目的とした。
　また東京都教育委員会（2014）の全員面接では対象を
小学 5年生と中学 1年生としているが，附属小学校では
6 年生になると受験に伴うストレスや，家族からのプ
レッシャー等も高まると考えられるため対象を小学 6年
生と中学 1年生とした。
　附属小学校では，2時間目と 3時間目の行間休み及び
昼休みから掃除の時間にかけて 1対 1の個別面接を実習
生も含め 5分ずつ行った。附属中学校では，昼休み及び
放課後1対1の個別面接を実習生も含めて10分ずつ行っ
た。学年面接は，①最近悩んでいることや困っているこ
とはありますか？②今，好きなもの（こと）やハマって
いるもの（こと）はありますか？の 2つの質問から構成
されており，事前にそれらの質問を記載した「スクール
カウンセラーと話してみよう！」アンケートに回答して
もらったうえで面接を行った。またチーム学校として，
カウンセラーが気になった児童生徒や児童生徒から挙げ
られた問題の早期対応に向けて，担任の先生や学年団の
先生，養護教諭と情報交換を行った。

Ⅲ．成果と今後の課題

　上記の活動を通した令和 2年度のスクールカウンセ
ラー活動の成果と課題について述べる。

１．成果

　まず，スクールカウンセラー実習において，個別面接
や学年全員面接，自由来室活動の中で実習生と児童生徒
との関わりを積極的に持つことができた点である。基本
的にはスクールカウンセラーが児童生徒に対して個別の
対応を行っているが，特に女子児童や女子生徒において
は，第二次性徴に伴う心身の不調など異性のスクールカ
ウンセラーに対して相談することに抵抗がある中で，実
習生が対応できるような場を作れたことで，児童生徒の
相談しやすさにつながったと考えられる。また澤田
（2019）は，中高生年代の生徒が大学生や大学院生など
の「ナナメの関係」にあたる人々と関わることによって，
「ナナメの関係」が生徒自身の将来を考える際のモデル
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として機能したり，新しい視点や価値観を提供したりす
ることを報告している。本学臨床心理学領域の大学院生
は様々な領域から入学してきているため，児童生徒にも
自身の将来を考えるうえで，新しい視点を提供できたの
ではないか。
　次に，スクールカウンセラーだよりを通して予防啓発
的な活動ができた点である。スクールカウンセラーの項
で述べたように，COVID-19の流行や前年度の課題を踏
まえ，ストレスへの対処法などスクールカウンセラーだ
よりを通した啓発的な活動（小高，2018）も行った。そ
の中で，児童生徒が実際にストレス対処法を試したり，
上手くいかなかったときにどうすれば良いかということ
を自由来室活動の際に尋ねてきたりということが増えて
きた。来年度以降も COVID-19の流行が落ち着くか分か
らない状況が続くと考えられるため，引き続き取り組ん
でいきたい。
　最後に学年全員面接でトラブルの早期発見及び早期対
応ができた点である。児童生徒の中には，困っているこ
とはあるが，先生に話した方が良いのか判断に困ってい
るということも多く，全員面接の中で情報を整理したり，
スクールカウンセラーが児童生徒と先生の間に入ったり
することによって，トラブルに対して足並みを揃えて対
応することができた。

２．今後の課題

　前年度と比較して，附属小学校の児童の相談件数と附
属中学校の教師の相談件数を除き，相談件数の大幅な減
少傾向が見られた。令和 2年度からスクールカウンセ
ラーが変わったこと，昨年度からの不登校件数の減少等
が要因として考えられるが，大きな要因として先述した
COVID-19の流行に伴うスクールカウンセラー活動の立
ち上げの遅れがあると考えられる。基本的に附属学校園
での相談は対面形式で行っているが，そのような状況の
中でカウンセリングのために来校することに抵抗のある
保護者もいたため，もし来年度以降もこのような状況が
続くようであれば，日本臨床心理士会（2020）の『休校
が継続する中でのスクールカウンセラー（SC）の職務
と役割について』に基づき，学校と十分な協議をしたう
えで，電話相談やオンライン相談などの非接触型の方法
についても考慮する必要がある。
　また自由来室活動を条件つきで行っているが，来室で
きる人数の制限があることから，以前と比較すると潜在
的なニーズを抱えている児童生徒がつながりにくい状況
になってしまったり，先生に対して相談室に行くという
ことを伝えること自体に抵抗があり相談室に行きたい気
持ちがあっても気軽に来られなかったりするなど，本来
の自由来室活動とは乖離している状況である。感染症対
策の観点から，以前と同様の形態に戻すことは現状難し

いと考えられるが，成果で挙げたようにスクールカウン
セラーだよりなどの広報物を通してつながりを保てるよ
うに取り組んでいきたい。
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